
生物発光を利用した
ヒトα1-酸性糖タンパク質検出技術

• ヒトα1-酸性糖タンパク質を簡便かつ高感度に検出可能

• 疾患関連マーカータンパク質への展開可能性

• 発光基質ライブラリーの高度化を推進中

論文：Kanie, S. et al., Luminescence of Cypridina Luciferin in the Presence of Human Plasma Alpha 1-Acid Glycoprotein. Int. J.
Mol. Sci. 2020, 21, 7516; Kanie, S. and Mitani, Y., Potential use of Cypridina luciferin for quantifying alpha 1-acid glycoprotein in
human serum. Anal. Sci. 2022, 38, 1555-1562.

知財情報等：特 6386029「ウミホタルルシフェラーゼ生産法」、特 6441534「発光酵素タンパク質」

発光生物由来の発光基質の構造に基づく誘導体の合成などを
行っており、特定のタンパク質の部分構造との相互作用により発
光酵素でないタンパク質による発光を引き起こさせ、その発光量
を指標に当該タンパク質を定量的に検出する技術開発を行って
いる。いまのところ、誘導体の数は限られるが、系統だった合成に
よりライブラリーとして整備を進めている。
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発光生物由来の発光基質やの誘導体などを用いて、特定のタ
ンパク質を特異的に検出する技術開発を行っており、疾患関連
マーカータンパク質などを発光を利用して簡便に検出できる系が
構築できる可能性がある。
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